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興
亜
院
華
北
連
絡
部
『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』
に
つ
い
て

二
四
五
（
二
四
五
）　

一　

は
じ
め
に

戦
時
期
の
日
本
の
代
表
的
な
中
国
調
査
機
関
の
一
つ
に
興
亜
院

が
あ
る）

1
（

。
興
亜
院
は
、
一
九
三
八
年
一
二
月
か
ら
一
九
四
二
年
一

一
月
ま
で
、
中
国
に
お
け
る
日
本
の
占
領
地
行
政
を
司
る
組
織
と

し
て
設
置
さ
れ
た
。
総
裁
に
は
総
理
大
臣
が
就
き
、
東
京
の
本
院

の
ほ
か
中
国
各
地
に
四
つ
の
連
絡
部
（
華
北
連
絡
部
、
蒙
疆
連
絡

部
、
華
中
連
絡
部
、
厦
門
連
絡
部
）
と
出
張
所
（
華
北
連
絡
部
青

島
出
張
所
）
が
一
つ
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
政
務
・
経
済
・
文

化
を
扱
う
部
局
が
置
か
れ
た
。
本
稿
は
、
興
亜
院
が
刊
行
し
た
調

査
資
料
の
う
ち
、
一
九
三
九
年
に
興
亜
院
華
北
連
絡
部
が
刊
行
し

た
『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』
に
焦
点
を
あ
て
て
、
刊
行
の
背
景

と
内
容
、
そ
こ
か
ら
見
出
さ
れ
る
興
亜
院
の
調
査
資
料
の
特
徴
の

一
端
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

興
亜
院
華
北
連
絡
部
は
一
九
三
九
年
三
月
に
設
置
さ
れ
、
長
官

に
は
軍
人
が
就
い
た）

2
（

。
一
九
三
九
年
三
月
一
〇
日
の
勅
令
に
よ
れ

ば
、
華
北
連
絡
部
の
定
員
枠
は
、
青
島
出
張
所
を
除
き
二
九
九
名

が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
実
際
は
定
員
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

総
数
で
六
割
に
満
た
な
い
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
一
九
三
九
年

七
月
時
点
に
お
け
る
外
務
省
の
在
中
国
大
使
館
の
総
人
員
が
二
九

名
（
大
使
を
除
く
）
で
あ
り
、
華
北
連
絡
部
が
相
当
に
大
規
模
な

組
織
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
興
亜
院
華
北
連
絡
部
の
主

要
な
職
員
は
、
興
亜
院
本
院
と
同
様
に
、
各
省
庁
か
ら
の
出
向
者

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

本
稿
が
『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』
に
焦
点
を
あ
て
る
主
な
理

由
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
め
は
、
従
来
、
興
亜
院
が
発
行
し
た
工
業

や
農
業
に
関
す
る
調
査
資
料
に
は
比
較
的
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら

れ
て
き
た
が）

3
（

、
畜
産
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
多
数
存
在
す
る

興
亜
院
華
北
連
絡
部
『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』
に
つ
い
て

吉　

田　

建
一
郎
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に
も
か
か
わ
ら
ず）

4
（

、
具
体
的
な
内
容
の
検
討
は
『
武
漢
地
区
重
要

国
防
資
源
畜
産
物
調
査
報
告
書
』『
北
支
馬
資
源
第
一
次
実
態
調

査
』『
北
支
馬
資
源
第
二
次
実
態
調
査
』
な
ど
、
ご
く
一
部
の
資

料
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る）

5
（

。『
北
支
那
緬
羊
調
査
報

告
』
に
つ
い
て
、
調
査
班
が
諸
省
庁
や
諸
機
関
か
ら
の
出
向
者
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
研
究
が
あ
る
が）

6
（

、
資
料

全
体
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
作
成
さ
れ
た
多
数
の
日
本

語
資
料
が
、
近
代
中
国
の
経
済
、
社
会
の
実
態
解
明
に
用
い
ら
れ

て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
従
来
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
資
料
に
も
積
極
的
に
関
心
を
寄
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

二
つ
め
の
理
由
は
、『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』
は
、
華
北
連

絡
部
の
他
の
畜
産
関
係
資
料
と
異
な
り
、
日
中
戦
争
期
に
お
け
る

調
査
対
象
や
調
査
地
の
実
態
だ
け
で
な
く
、
日
中
戦
争
勃
発
前
に

お
け
る
調
査
対
象
の
実
態
に
つ
い
て
も
、
関
連
資
料
の
内
容
や
特

徴
に
対
す
る
評
価
も
含
め
て
比
較
的
詳
細
に
言
及
し
て
お
り
、
興

亜
院
の
調
査
資
料
が
戦
時
期
だ
け
で
な
く
、
よ
り
長
期
に
わ
た
る

近
代
日
本
の
中
国
認
識
の
特
徴
を
知
る
手
が
か
り
に
も
な
り
う
る

こ
と
を
示
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

二　

刊
行
の
背
景
、
調
査
の
概
要

『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』（
以
下
、『
報
告
』
と
略
記
）
は
、

興
亜
院
華
北
連
絡
部
か
ら
一
九
三
九
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ

の
資
料
は
「
在
来
優
良
種
タ
ル
「
寒
羊
」
ノ
基
礎
的
調
査
ヲ
行
ヒ

寒
羊
ノ
実
態
ヲ
闡
明
ナ
ラ
シ
ム
」（
八
頁
）
こ
と
を
目
的
と
し
て

一
九
三
九
年
三
月
に
華
北
で
行
わ
れ
た
調
査
の
内
容
を
ま
と
め
た

も
の
で
二
二
九
頁
か
ら
成
る
。
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章　

総
説
（
緒
言
、
調
査
実
施
ニ
到
ル
迄
ノ
経
過
、
調

査
班
構
成
人
員
、
調
査
実
施
ノ
要
領
、
調
査
班
行

動
日
誌
）

第
二
章　

調
査
報
告
Ⅰ
（
津
浦
線
方
面
ニ
於
ケ
ル
調
査
状

況
）

第
三
章　

調
査
報
告
Ⅱ
（
京
漢
線
方
面
ニ
於
ケ
ル
調
査
状
況
、

京
漢
線
方
面
ニ
於
ケ
ル
緬
羊
ノ
資
質
及
特
徴
）

寒
羊
に
は
、
大
き
く
重
い
尾
を
も
つ
大
尾
寒
羊
と
、
尾
の
短
い

小
尾
寒
羊
が
あ
る）

7
（

。
金
建
寅
著
・
若
林
友
康
訳
『
東
亜
の
羊
毛
』

（
生
活
社
、
一
九
三
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
寒
羊
は
「
支
那
で
最
も

有
名
な
羊
の
品
種
」
で
「
河
北
省
の
辛
集
附
近
、
山
東
省
々
境
地

方
、
河
南
及
び
江
蘇
省
の
黄
河
沿
岸
地
方
に
於
て
飼
育
せ
ら
れ
る

も
の
に
し
て
、
非
常
に
緻
密
な
組
織
を
有
す
る
羊
毛
を
生
産
」



興
亜
院
華
北
連
絡
部
『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』
に
つ
い
て

二
四
七
（
二
四
七
）　

（
五
頁
）
し
た
。「
寒
羊
毛
は
品
質
良
好
に
し
て
メ
リ
ノ
種
に
匹
敵

す
る
も
の
」
だ
が
、「
不
幸
に
し
て
産
出
量
は
全
く
制
限
さ
れ
て

居
り
、
総
体
で
三
〇
〇
〇
ピ
ク
ル
で
あ
」
っ
た
（
六
三
頁
）。
同

書
四
│
五
頁
の
「
最
近
の
羊
毛
生
産
量
」
に
よ
れ
ば
、
新
疆
の
羊

毛
生
産
量
は
一
四
万
ピ
ク
ル
、
甘
粛
は
八
万
ピ
ク
ル
で
あ
る
。

一
九
三
一
年
の
満
洲
事
変
以
降
、
中
国
へ
の
日
本
の
軍
事
的
進

出
が
活
発
に
な
る
と
と
も
に
、
日
本
で
は
軍
需
羊
毛
に
対
す
る
需

要
が
高
ま
っ
た
。
一
九
三
六
年
五
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
日
本

か
ら
輸
入
す
る
人
絹
布
、
綿
布
に
高
率
関
税
を
設
け
た
こ
と
に
対

し
、
日
本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
羊
毛
の
輸
入
を
制
限
し
た
。

同
年
一
二
月
に
日
豪
間
の
通
商
紛
争
は
一
応
解
決
に
至
っ
た
が）

8
（

、

軍
需
羊
毛
の
自
給
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ

た）
9
（

。こ
う
し
た
な
か
日
本
で
は
、
中
国
産
羊
毛
を
利
用
し
う
る
か
否

か
を
探
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。
中
国
産
羊
毛
の
活
用
に
つ
い
て
、

大
き
く
二
つ
の
立
場
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
現
状
で
は
中
国
産
羊

毛
を
用
い
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
日
本
人
商
人
の

潮
崎
賢
次
が
中
国
の
羊
毛
に
つ
い
て
一
九
三
六
年
に
作
成
し
た
と

み
ら
れ
る
報
告
に
は
「
現
在
の
支
那
羊
毛
を
以
て
、
直
に
之
を
濠

洲
羊
毛
の
タ
イ
プ
何
々
に
代
用
或
は
充
当
す
る
等
の
計
画
の
下
に

使
用
す
る
こ
と
の
愚
は
重
ぬ
べ
き
で
な
い
。
将
来
に
残
さ
れ
た
改

種
改
良
の
懸
案
を
、
現
在
の
支
那
羊
毛
に
求
む
る
の
不
当
な
る
を

強
調
し
て
置
き
た
い
」）

10
（

と
あ
る
。

も
う
一
つ
の
立
場
は
、
在
来
種
を
改
良
す
る
、
あ
る
い
は
優
良

な
毛
を
産
み
出
す
在
来
種
を
増
殖
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
九
三
八
年
九
月
に
企
画
院）

11
（

が
ま
と
め
た
「
羊
毛
生
産
力
拡
充
大

綱
計
画
」
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

「
羊
毛
生
産
力
拡
充
大
綱
計
画
」
の
「
第
一 

羊
毛
増
産
方
針
」

は
「
日
満
及
北
支
（
蒙
疆
ヲ
含
ム
）
ニ
於
テ
、
緬
羊
ノ
改
良
増
殖

ヲ
図
リ
以
テ
国
防
資
源
ノ
要
求
ニ
応
ス
ル
」「
本
計
画
ハ
昭
和
一

三
年
ヨ
リ
昭
和
二
一
年
ニ
至
ル
九
ヶ
年
計
画
ト
ス
ル
」
な
ど
の
方

針
を
掲
げ
、「
第
三 

新
規
緬
羊
改
良
増
殖
計
画
」
で
は
、
華
北
に

お
け
る
緬
羊
の
改
良
に
つ
い
て
「
北
支
ニ
於
テ
ハ
速
ニ
緬
羊
改
良

増
殖
計
画
ヲ
樹
立
実
施
シ
昭
和
二
一
年
ニ
於
テ
改
良
種
百
万
頭
、

生
産
羊
毛
量
一
万
八
千
四
百
俵
ヲ
保
持
ス
ル
コ
ト
、
之
カ
為
必
要

ナ
ル
改
良
用
種
牡
緬
羊
ハ
内
地
及
朝
鮮
ヨ
リ
供
給
ス
ル
ノ
外
、
在

来
種
特
ニ
寒
羊
ノ
増
殖
促
進
ヲ
図
ル
コ
ト
」
が
示
さ
れ
た）

12
（

。

華
北
の
羊
毛
生
産
を
増
や
す
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
寒
羊

を
用
い
る
と
い
う
考
え
は
、『
報
告
』
作
成
の
基
と
な
る
調
査
が

実
施
さ
れ
た
重
要
な
背
景
で
あ
っ
た
。『
報
告
』
の
第
一
章
「
総

説
」
の
第
二
節
「
調
査
実
施
ニ
到
ル
迄
ノ
経
過
」
に
次
の
よ
う
に

あ
る
。
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北
支
羊
毛
生
産
力
拡
充
計
画
中
ニ
寒
羊
毛
ヲ
以
テ
一
部
ノ
要

求
ヲ
充
足
セ
ン
ト
シ
之
レ
ニ
対
ス
ル
調
査
ヲ
行
フ
コ
ト
肝
要

ト
当
時
〔
北
支
那
方
面
〕
軍
特
務
部
主
務
間
ニ
考
慮
セ
ラ
レ

ア
リ
タ
ル
処
昭
和
十
三
年
五
月
ニ
ハ
現
東
亜
緬
羊
協
会）

13
（

ニ
於

テ
現
地
（
河
北
省
徳
県
）
ニ
寒
羊
ノ
種
羊
場
設
置
ノ
計
画
為

サ
レ
タ
ル
事
ア
ル
モ
実
施
不
可
能
ナ
ル
実
状
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ

中
止
ト
ナ
リ
改
メ
テ
先
ヅ
其
ノ
実
態
調
査
ヲ
行
フ
ヲ
適
当
ト

ス
ル
意
見
決
定
セ
ラ
レ
タ
リ
…
…
（
五
頁
）

目
下
、
筆
者
は
、
河
北
省
に
寒
羊
の
種
羊
場
を
設
置
す
る
計
画

が
出
さ
れ
た
一
九
三
八
年
五
月
よ
り
も
前
に
練
ら
れ
た
「
北
支
羊

毛
生
産
力
拡
充
計
画
」
と
い
う
も
の
を
見
つ
け
出
せ
て
い
な
い
。

華
北
に
お
け
る
羊
毛
増
産
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
寒
羊
の
増
殖
促

進
を
図
る
こ
と
を
挙
げ
た
上
記
の
「
羊
毛
生
産
力
拡
充
大
綱
計

画
」
の
素
案
的
な
も
の
の
華
北
に
関
す
る
部
分
を
指
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

企
画
院
の
計
画
に
つ
い
て
、
北
支
那
方
面
軍
特
務
部
か
ら
は
、

華
北
で
ま
と
め
て
牧
草
を
得
ら
れ
る
場
が
少
な
い
、
緬
羊
の
分
布

が
疎
ら
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で
、
華
北
に
お
け
る
羊
毛
生
産
力
の

拡
充
は
困
難
と
の
意
見
も
出
た
が）

14
（

、『
報
告
』
の
「
調
査
実
施
ニ

到
ル
迄
ノ
経
過
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
八
年
一
〇
月
に
調
査
に
関

す
る
準
備
が
完
了
し
、
一
二
月
か
ら
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
た
だ
、「
現
地
調
査
地
帯
ノ
治
安
ノ
状
況
並
軍
ノ
治
安

工
作
行
動
ノ
関
係
上
之
ヲ
延
期
ス
ル
ヲ
適
当
ナ
リ
」
と
北
支
那
方

面
軍
司
令
部
参
謀
部
よ
り
注
意
が
あ
り
、
翌
一
九
三
九
年
三
月
ま

で
延
期
と
な
っ
た
（『
報
告
』
五
頁
）。

一
九
三
九
年
に
入
り
、
北
支
那
方
面
軍
特
務
部
は
参
謀
部
の
一

班
と
な
り
、
さ
ら
に
三
月
に
は
そ
の
大
部
分
が
興
亜
院
華
北
連
絡

部
に
改
組
さ
れ
、
興
亜
院
華
北
連
絡
部
に
お
い
て
調
査
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
（『
報
告
』
六
頁
）。

『
報
告
』
第
一
章
「
総
説
」
の
第
四
節
「
調
査
実
施
ノ
要
領
」

に
よ
れ
ば
、「
調
査
事
項
」
と
さ
れ
た
の
は
お
お
よ
そ
以
下
の
事

が
ら
で
あ
る
。

（
一
）
一
般
概
況
（
調
査
地
の
位
置
、
気
象
、
地
形
、
地
質
、

水
利
、
水
質
、
未
耕
地
の
分
布
と
そ
の
利
用
状
況
、
農
作
物
の
分

布
、
生
産
、
利
用
の
状
況
）

（
二
）
畜
産
の
全
体
的
な
状
況
（
特
に
緬
羊
飼
育
の
経
済
的
理

由
、
各
家
畜
の
飼
料
給
与
量
、
家
畜
増
減
の
変
遷
に
つ
い
て
）

（
三
）
緬
羊
の
概
況
（
緬
羊
と
山
羊
の
種
類
、
頭
数
、
分
布
状

況
、
寒
羊
の
資
質
的
特
徴
、
飼
育
数
の
変
遷
）

（
四
）
緬
羊
の
飼
養
管
理
の
状
況

（
五
）
獣
疫
、
疾
病
の
種
類
、
被
害
状
況
、
予
防
・
治
療
の
状

況

（
二
四
八
）　



興
亜
院
華
北
連
絡
部
『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』
に
つ
い
て

二
四
九

三　

寒
羊
に
対
す
る
曖
昧
な
認
識

『
報
告
』
は
、
戦
時
期
華
北
の
緬
羊
飼
養
に
関
す
る
実
態
の
一

端
を
具
体
的
に
知
り
う
る
貴
重
な
情
報
を
提
供
す
る
。
例
え
ば
、

第
二
章
「
調
査
報
告
Ⅰ
」
の
第
一
節
「
津
浦
線
方
面
ニ
於
ケ
ル
調

査
状
況
」
第
二
項
「
緬
羊
飼
養
状
況
」
に
は
、
緬
羊
の
所
有
者
と

放
牧
中
の
緬
羊
を
看
視
す
る
者
と
が
ど
の
よ
う
な
雇
用
関
係
に
あ

る
の
か
が
紹
介
さ
れ
（
六
六
│
六
八
頁
）、
第
三
項
「
緬
羊
飼
育

ノ
経
営
経
済
」
で
は
、
調
査
地
域
に
お
け
る
個
別
農
家
の
収
支
状

況
を
挙
げ
な
が
ら
、
緬
羊
飼
育
の
目
的
と
し
て
肥
料
採
取
が
特
に

重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
六
八
│
七
八
頁
）。

し
か
し
、
中
心
的
な
調
査
対
象
で
あ
る
寒
羊
に
つ
い
て
は
、
十
分

に
実
態
を
明
ら
か
に
し
得
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
主
な
要
因
と

し
て
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
め
は
、
調
査
地
域
の
治
安
状
況
が
好
ま
し
く
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。『
報
告
』
冒
頭
の
第
一
章
「
総
説
」
に
「
主
要
調
査

地
帯
ノ
治
安
不
良
、
乗
用
列
車
ノ
爆
破
或
ハ
匪
賊
ノ
隠
匿
セ
ル
銃

器
ノ
鹵
獲
等
思
ハ
ザ
ル
収
穫
モ
ア
リ
又
匪
区
地
帯
ヘ
ノ
侵
入
等
相

当
困
難
ニ
遭
遇
シ
残
念
乍
ラ
初
期
目
的
ノ
寒
羊
ノ
実
態
ヲ
掴
ム
コ

ト
ハ
殆
ン
ド
不
可
能
デ
ア
ツ
タ
」
と
あ
り
、
ま
た
第
一
班
の
報
告

を
ま
と
め
た
第
二
章
「
調
査
報
告
Ⅰ
」
の
第
七
項
「
総
括
」
に
は
、

（
六
）
畜
産
物
（
羊
毛
、
羊
皮
、
羊
肉
、
内
臓
な
ど
）
や
羊
肥

の
利
用
状
況

（
七
）
寒
羊
飼
育
の
経
済
的
基
礎
（
農
家
経
営
規
模
別
の
飼
育

者
の
状
況
、
寒
羊
飼
育
の
目
的
、
寒
羊
飼
育
の
収
支
内
容
）

（
八
）
取
引
概
況
（
寒
羊
と
そ
の
副
産
物
の
取
引
経
路
、
取
引

機
関
、
取
引
方
法
、
売
買
当
事
者
の
状
況
な
ど
）

（
九
）
税
の
状
況
（
売
買
税
、
屠
殺
税
な
ど
）

調
査
メ
ン
バ
ー
は
、
興
亜
院
華
北
連
絡
部
の
小
林
正
芳）

15
（

、
角
田

鎮
男
、
榎
木
友
吉
、
華
北
産
業
科
学
研
究
所）

16
（

の
高
橋
多
聞）
17
（

、
阿
曾

村
千
春）

18
（

、
成
田
安
彦）
19
（

、
花
尾
省
治
、
方
舜
萃
、
満
鉄
北
支
事
務
局

調
査
部）

20
（

の
千
田
英
二）
21
（

、
坂
元
種
夫）
22
（

、
山
下
政
信）
23
（

、
趙
徳
春
、
陳
欽

善
、
東
亜
緬
羊
協
会）

24
（

嘱
託
の
坂
巻
海
三
郎）
25
（

で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
の

所
属
は
興
亜
院
華
北
連
絡
部
、
華
北
産
業
科
学
研
究
所
、
満
鉄
北

支
事
務
局
調
査
部
、
東
亜
緬
羊
協
会
と
多
岐
に
わ
た
る
。
調
査
班

は
二
つ
に
分
か
れ
た
。

調
査
地
に
つ
い
て
は
、
河
南
省
北
部
、
山
東
省
西
南
部
の
黄
河

流
域
、
京
漢
・
津
浦
・
膠
済
各
線
沿
線
に
お
け
る
寒
羊
の
生
息
地

や
寒
羊
毛
が
出
回
る
地
域
に
重
点
を
置
く
と
さ
れ
（『
報
告
』
八

頁
）、
第
一
班
は
徳
州
、
済
南
、
周
村
、
済
寧
、
徐
州
、
第
二
班

は
石
家
荘
、
順
徳
、
彰
徳
、
新
郷
で
調
査
を
行
っ
た
（『
報
告
』

一
四
│
三
四
頁
）。

（
二
四
九
）　



二
五
〇

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

「
本
調
査
ハ
寒
羊
実
態
調
査
ヲ
目
的
ト
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
ガ
、
治
安

ノ
関
係
並
調
査
日
程
ニ
制
約
セ
ラ
レ
テ
所
期
ノ
目
的
ハ
達
シ
得
ラ

レ
ズ
寧
ロ
調
査
ノ
重
点
ハ
一
般
緬
羊
ニ
置
カ
ザ
ル
ヲ
得
ナ
カ
ツ

タ
」
と
あ
る
。

二
つ
め
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
調
査
対
象
地
の
人
々
と
の
関
係

の
構
築
が
順
調
に
い
か
な
い
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
第
一
章
「
総
説
」
の
第
五
節
「
調
査
班
行
動
日
誌
」
に
見
ら

れ
る
「〔
徳
県
県
城
の
北
方
一
キ
ロ
半
の
地
点
に
あ
る
〕
本
部
落

ハ
回
々
教
徒
ノ
特
殊
部
落
ナ
ル
為
一
般
漢
人
ニ
比
シ
懐
疑
心
強
ク

調
査
甚
ダ
困
難
ヲ
極
ム
」（
一
六
頁
）
と
い
う
記
述
や
、
彰
徳
の

西
方
に
あ
る
南
曲
溝
鎮
と
い
う
村
で
の
次
の
記
述
か
ら
う
か
が
え

る
。「
村
長
ノ
宅
ニ
到
リ
命
ジ
テ
緬
羊
ヲ
出
サ
シ
メ
タ
ル
所
肉
商

ノ
飼
育
ス
ル
緬
羊
一
四
頭
、
山
羊
二
十
頭
ノ
一
群
ヲ
連
行
シ
来
レ

リ
依
ツ
テ
之
レ
ガ
測
定
其
ノ
他
必
要
事
項
ヲ
調
査
セ
ム
ト
セ
シ
所

村
長
宅
裏
手
ノ
廟
ニ
小
銃
五
挺
、
小
銃
弾
約
千
発
隠
匿
セ
ラ
レ
ア

ル
コ
ト
発
覚
シ
警
備
ノ
都
合
上
之
レ
ヲ
押
収
シ
タ
ル
為
村
内
ノ
空

気
極
メ
テ
険
悪
化
シ
ソ
レ
迄
〔
調
査
〕
班
員
ノ
周
囲
ニ
群
衆
シ
来

レ
ル
土
民
モ
急
ニ
姿
ヲ
隠
ス
ニ
至
レ
ル
ヲ
以
テ
万
全
ヲ
期
ス
ル
為

遂
ニ
急
遽
城
郭
ヲ
出
デ
テ
引
揚
グ
ル
ノ
已
ム
ナ
キ
ニ
至
レ
リ
」

（
三
一
│
三
二
頁
）。

三
つ
め
に
考
え
ら
れ
る
重
要
な
要
因
は
、
眼
前
の
羊
が
寒
羊
で

あ
る
の
か
を
見
分
け
る
基
準
、
あ
る
い
は
、
寒
羊
と
い
う
羊
自
体

が
存
在
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
調
査
者
が
確
固
と
し

た
自
信
を
持
て
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
班
の
一
九
三
九
年

三
月
二
〇
日
の
行
動
日
誌
に
、「〔
順
徳
の
西
方
に
あ
る
〕
南
大
汪

村
ニ
着
キ
目
的
ト
ス
ル
寒
羊
ヲ
発
見
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
、
…
…
調
査

シ
タ
ル
羊
群
ハ
六
十
八
頭
ノ
群
ニ
テ
内
黒
山
羊
二
頭
、
寒
羊
六
十

六
頭
（
牡
六
頭
、
牝
六
十
頭
）
牡
ハ
二
│
三
歳
牝
ハ
四
│
七
歳
ト

ス
」（
三
〇
頁
）
と
あ
る
。
た
だ
、
そ
こ
で
の
調
査
結
果
を
ま
と

め
た
第
三
章
「
調
査
報
告
Ⅱ
」
は
、「
当
部
落
ニ
飼
養
サ
レ
ル
緬

羊
ハ
北
部
（
石
家
荘
方
面
及
其
ノ
以
北
）
地
帯
ノ
緬
羊
ニ
比
ス
レ

バ
毛
質
モ
可
ナ
リ
細
ク
（
四
〇
乃
至
五
〇
番
手
）
密
度
モ
大
デ
体

躯
モ
割
合
充
実
シ
テ
ヰ
ル
、
然
シ
黄
河
流
域
ノ
地
帯
ニ
飼
育
サ
レ

ル
所
謂
寒
羊
（
約
六
〇
番
手
羊
毛
）
ト
ハ
多
少
異
ル
」（
一
四
三

頁
）
と
あ
り
、
目
視
で
寒
羊
と
認
識
し
た
も
の
が
、
実
際
は
や
や

異
な
る
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
現
地
の
住
民
は
、
こ
れ
ら
の
羊

を
「
山
白
羊
」
と
呼
ん
だ
（
一
四
三
頁
）。「
山
白
羊
」
に
つ
い
て
、

「
調
査
報
告
Ⅱ
」
は
、「
之
レ
ハ
所
謂
寒
羊
ト
ハ
別
個
ノ
モ
ノ
ト
シ

テ
取
扱
フ
ノ
ガ
適
当
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
思
ハ
レ
ル
」（
一
八
五
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。

第
一
班
で
も
寒
羊
に
関
す
る
調
査
が
行
わ
れ
た
。
一
九
三
九
年

三
月
二
〇
日
、
山
東
の
周
村
駅
の
北
方
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

（
二
五
〇
）　



興
亜
院
華
北
連
絡
部
『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』
に
つ
い
て

二
五
一

あ
る
太
和
荘
の
村
公
署
で
村
長
と
寒
羊
飼
育
者
を
集
め
て
調
査
を

行
い
、
そ
の
後
飼
育
者
の
自
宅
で
羊
舎
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
翌

二
一
日
に
は
、「
村
長
及
飼
育
者
ヲ
周
村
ニ
招
致
シ
同
時
ニ
緬
羊

四
〇
頭
ヲ
伴
ハ
シ
メ
内
牡
五
頭
牝
一
〇
頭
ヲ
撰
ビ
体
型
測
定
ヲ

為
」
し
た
（
一
八
頁
）。
三
月
二
四
日
に
は
、
済
寧
県
城
の
北
約

四
キ
ロ
に
あ
る
五
里
屯
で
「
寒
羊
調
査
ヲ
実
施
」（
一
九
頁
）
し

た
。
し
か
し
、
第
二
章
「
調
査
報
告
Ⅰ
」
に
よ
れ
ば
、「
一
般
ニ

毛
質
粗
剛
ナ
ル
モ
ノ
多
ク
、
偶
々
緬
毛
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
モ

多
ク
ハ
粗
毛
ト
混
生
ス
」（
五
七
頁
）
と
あ
り
、「
寒
羊
毛
（
粗

毛
）
ノ
羊
体
部
位
別
長
サ
及
番
手
測
定
」（
五
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、

周
村
で
調
査
し
た
一
五
頭
の
羊
の
体
毛
は
ほ
と
ん
ど
が
三
〇
、
四

〇
番
手
台
、
五
里
屯
で
調
査
し
た
八
頭
の
羊
の
体
毛
は
ほ
と
ん
ど

が
四
〇
、
五
〇
番
手
台
で
、
前
段
落
で
「
所
謂
寒
羊
」
の
部
分
で

挙
げ
ら
れ
た
約
六
〇
番
手
と
は
異
な
る
毛
質
で
あ
っ
た
。

第
一
班
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
「
調
査
報
告
Ⅰ
」
の
「
総

括
」
に
は
「
今
回
行
ツ
タ
調
査
ノ
結
果
ニ
依
レ
バ
従
来
寒
羊
種
ト

称
セ
ラ
レ
テ
ヰ
ル
緬
羊
ハ
果
シ
テ
一
品
種
ト
シ
テ
ノ
資
質
、
体
型
、

特
徴
ヲ
具
有
ス
ル
固
定
種
ト
称
シ
得
ル
ヤ
否
ヤ
断
定
シ
得
ズ
、
一

般
ノ
在
来
細
毛
羊
ト
画
然
ト
区
別
ス
ル
コ
ト
ハ
困
難
ニ
シ
テ
、
之

等
ニ
関
シ
テ
ハ
尚
幾
多
ノ
研
究
資
料
ガ
残
サ
レ
テ
ヰ
ル
」（
九
九

頁
）
と
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
寒
羊
の
存
在
の
有
無
、
寒
羊
と
他
の
羊
と
の

識
別
に
つ
い
て
明
確
な
判
断
を
下
せ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ

う
か
。
大
き
な
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
調
査
実
施
の

前
の
段
階
で
、
日
本
が
中
国
の
寒
羊
の
分
布
や
形
質
的
特
徴
な
ど

に
つ
い
て
情
報
を
十
分
に
蓄
積
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

四　

過
去
の
日
本
の
緬
羊
調
査
に
対
す
る
評
価

『
報
告
』
の
第
三
章
「
調
査
報
告
Ⅱ
」
第
二
節
「
京
漢
線
方
面

ニ
於
ケ
ル
緬
羊
ノ
資
質
及
特
徴
」
第
一
項
「
概
説
」
の
「（
一
）

所
謂
「
寒
羊
」
ニ
就
テ
」
に
は
、
調
査
が
行
わ
れ
る
時
期
よ
り
前

に
、
日
本
が
中
国
の
寒
羊
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
情
報
を
蓄
積
し

て
き
た
か
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
満
鉄
臨
時
経
済
調
査
委

員
会
編
纂
『
支
那
羊
毛
』（
一
九
三
〇
年
）、
井
島
重
保
『
羊
毛
ノ

研
究
ト
本
邦
羊
毛
工
業
』（
一
九
二
九
年
）、
満
鉄
産
業
部）
26
（

編
『
北

支
経
済
総
覧
』（
一
九
三
八
年）

27
（

）
の
寒
羊
に
関
す
る
記
載
を
紹
介

し
、「
以
上
ノ
外
北
支
ノ
産
業
特
ニ
農
業
関
係
ヲ
紹
介
シ
タ
書
物

ニ
ハ
大
底
寒
羊
又
ハ
寒
羊
毛
ニ
関
ス
ル
記
載
ガ
ア
ル
ガ
、
其
等
ハ

何
レ
モ
上
記
ト
大
同
小
異
」
と
述
べ
た
上
で
、
以
上
の
資
料
の
記

載
に
つ
い
て
「
寒
羊
毛
ノ
品
質
ハ
極
メ
テ
優
良
ナ
ル
コ
ト
、
寒
羊

毛
ハ
河
北
省
辛
集
、
順
徳
、
大
営
、
山
東
省
曹
州
、
臨
清
、
東
昌
、

河
南
省
衛
輝
等
ヲ
主
要
産
地
又
ハ
集
散
地
ト
ス
ル
コ
ト
、
寒
羊
ハ

（
二
五
一
）　
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巨
大
ナ
ル
脂
肪
尾
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
等
ヲ
示
シ
テ
居
ル
ガ
、
之
レ
ダ

ケ
デ
ハ
寒
羊
ノ
本
体
ガ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
カ
全
然
不
明
デ
ア

ル
ノ
ヲ
遺
憾
ト
ス
ル
」
と
し
た
（
一
九
二
─
一
九
三
頁
）。

こ
れ
に
続
き
、
寒
羊
そ
の
も
の
に
焦
点
を
あ
て
た
資
料
の
例
と

し
て
、
畠
山
勝
郎
『
山
東
省
羊
毛
ニ
関
ス
ル
調
査
』（
華
北
産
業

科
学
研
究
所
、
一
九
三
七
年
）
と
山
根
甚
信
「
北
支
那
の
寒
羊
」

（『
植
物
及
動
物
』
一
巻
四
号
、
一
九
三
三
年
）
を
挙
げ
て
い
る
。

『
山
東
省
羊
毛
ニ
関
ス
ル
調
査
』
は
、
農
林
省
技
師
の
畠
山
勝

郎）
28
（

が
一
九
三
六
年
九
月
中
旬
か
ら
一
二
月
中
旬
に
か
け
て
山
東
省

各
地
で
行
っ
た
実
地
踏
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
序
論
「
山
東
省
ノ
概
況
」
と
、
本
論
「
山
東
省
ニ
於

ケ
ル
緬
羊
ノ
飼
養
状
況
並
羊
毛
其
ノ
他
生
産
物
ノ
生
産
取
引
利
用

状
況
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
本
論
は
四
つ
の
章
（
緬
羊
ノ
飼
養
状
況

／
羊
毛
ノ
生
産
取
引
並
利
用
状
況
／
緬
羊
、
羊
肉
、
羊
毛
皮
其
ノ

他
ノ
取
引
並
利
用
状
況
／
結
尾
）
か
ら
成
る
。
こ
の
資
料
は
、

「
所
謂
寒
羊
ノ
存
在
ヲ
認
メ
」（『
報
告
』
一
九
三
頁
）
て
お
り
、

「〔
山
東
で
飼
養
さ
れ
て
い
る
緬
羊
を
〕
系
統
的
ニ
大
別
ス
レ
ル
時

ハ
蒙
古
方
面
ヨ
リ
移
入
セ
ル
所
謂
蒙
古
羊
ニ
属
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
河

南
方
面
ヨ
リ
移
動
セ
ル
所
謂
寒
羊
ト
目
ス
可
キ
モ
ノ
ト
ノ
二
大
系

統
ニ
区
別
ス
ル
ヲ
得
可
シ
」（『
山
東
省
羊
毛
ニ
関
ス
ル
調
査
』
一

四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
下
の
記
述
が
示
す
よ
う
に
、

羊
毛
の
品
質
が
極
め
て
優
良
と
さ
れ
る
寒
羊
の
詳
細
な
特
徴
を
十

分
に
把
握
で
き
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

…
…
支
那
人
ハ
本
省
ニ
飼
養
セ
ラ
ル
ヽ
緬
羊
ヲ
羊
毛
品
質
ヨ

リ
大
別
シ
テ
粗
毛
ト
細
毛
ト
ニ
区
別
ス
。
細
毛
ハ
本
邦
ニ
テ

知
ラ
ル
ヽ
所
謂
寒
羊
ト
称
ス
ル
モ
ノ
之
ニ
属
ス
。
粗
毛
ヲ
生

産
ス
ル
緬
羊
ヲ
又
山
緬
羊
ト
モ
称
セ
ラ
レ
細
毛
ヲ
生
産
ス
ル

緬
羊
ヲ
更
ニ
第
一
寒
羊
（
又
ハ
大
寒
羊
）
ト
称
シ
粗
毛
ト
細

毛
ト
ノ
中
間
的
品
質
ノ
羊
毛
ヲ
生
産
ス
ル
モ
ノ
ヲ
第
二
寒
羊

（
又
ハ
二
寒
羊
）
等
ト
称
シ
居
レ
ド
モ
多
ク
ハ
日
本
人
側
羊

毛
関
係
商
人
等
ノ
呼
称
ニ
シ
テ
其
ノ
区
別
モ
判
然
タ
ラ
ズ
。

　

寒
羊
ナ
ル
語
ハ
従
来
屡
々
本
邦
ニ
於
テ
モ
耳
目
ニ
触
ル
ヽ

語
ニ
シ
テ
寒
羊
種
等
ト
唱
ヘ
恰
モ
一
種
ト
シ
テ
存
在
ス
ル
ガ

如
キ
感
ヲ
抱
カ
セ
ラ
ル
ヽ
モ
支
那
人
間
ニ
於
テ
此
ノ
語
ヲ
聴

ク
コ
ト
極
メ
テ
稀
ニ
シ
テ
多
ク
ハ
前
記
ノ
細
毛
、
粗
毛
ノ
区

別
ヲ
有
ス
ル
ノ
ミ
ナ
レ
バ
其
ノ
語
源
ニ
関
シ
各
地
ニ
テ
種
々

関
係
者
ニ
付
研
究
シ
タ
ル
モ
明
確
ナ
ル
回
答
ヲ
得
ラ
レ
ザ
リ

キ
（『
山
東
省
羊
毛
ニ
関
ス
ル
調
査
』
一
五
頁
）。

ま
た
、
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
寒
羊
牡
」
の
写
真
に
は
、

「
代
表
的
ト
目
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
」
と
や
や
曖
昧
な
説
明
が
付
け
ら

れ
て
い
る
。

「
北
支
那
の
寒
羊
」（『
植
物
及
動
物
』
一
巻
四
号
、
一
九
三
三

（
二
五
二
）　



興
亜
院
華
北
連
絡
部
『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』
に
つ
い
て

二
五
三

年
）
は
、
山
根
甚
信）
29
（

が
一
九
二
二
年
に
河
北
南
部
を
踏
査
し
た
結

果
を
典
拠
の
一
つ
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
前
書
き
と
八

つ
の
章
（
寒
羊
の
名
称
／
寒
羊
の
分
布
地
域
／
寒
羊
の
体
型
／
寒

羊
の
毛
質
及
び
毛
量
／
寒
羊
の
蕃
殖
力
／
寒
羊
の
適
応
性
／
脂
肪

尾
の
生
理
／
寒
羊
の
起
源
）
か
ら
成
る
。

「
寒
羊
の
名
称
」
に
は
、「
支
那
羊
毛
取
引
業
者
の
間
で
は
本
種

は
寒
羊
（H

an2-yang2
）
の
名
称
で
知
ら
れ
て
居
る
が
、
そ
の

語
源
は
全
く
不
明
で
あ
り
土
民
と
雖
も
明
答
す
る
も
の
が
な
い
。

直
隷
省
冀
州
附
近
で
は
一
名
細
羊
（H

si4-yang2

）
と
呼
び
、
他

の
脂
肪
尾
羊
即
ち
粗
羊
（T

su1-yang2
）
に
対
称
し
て
居
る
が
、

そ
の
区
別
は
毛
質
の
繊
粗
に
よ
る
も
の
か
、
或
は
体
質
の
強
弱
に

拠
る
も
の
か
是
亦
判
然
し
な
い
。
又
直
隷
省
棗
強
県
地
方
で
は
、

寒
羊
を
棉
羊
と
云
ひ
、
粗
羊
に
相
当
す
る
も
の
を
觧
子
と
呼
ん
で

居
る
」
と
あ
る
。
寒
羊
と
い
う
名
称
は
羊
毛
を
扱
う
商
人
が
用
い
、

羊
の
飼
養
地
で
は
寒
羊
と
異
な
る
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
前
述
の
『
山
東
省
羊
毛
ニ
関
ス
ル
調
査
』
と
共
通
し
た
指
摘

で
あ
る
。

寒
羊
が
生
息
す
る
地
域
に
つ
い
て
、「
寒
羊
の
分
布
地
域
」
は
、

「
寒
羊
の
分
布
地
域
は
直
隷
、
河
南
の
黄
河
を
挟
む
平
野
地
方
で
、

そ
の
中
心
は
寒
羊
毛
集
散
の
状
況
よ
り
推
測
す
る
と
辛
集
、
曹
州
、

臨
城
、
開
封
、
宿
州
の
諸
地
と
見
做
さ
れ
る
」
と
推
測
し
て
い
る
。

「
寒
羊
の
体
型
」
で
は
、
寒
羊
が
「
此
地
方
に
混
在
す
る
普
通
の

脂
肪
尾
羊
よ
り
も
華
奢
で
あ
る
」
こ
と
、「
頭
及
び
四
肢
は
刺
毛

で
蔽
は
れ
て
居
る
が
、
其
他
の
体
部
は
繊
美
な
る
緬
毛
を
被
つ
て

居
る
」
こ
と
、「
最
も
特
徴
あ
る
は
脂
肪
尾
で
あ
つ
て
、
そ
の
長

さ
牡
羊
に
於
て
は
殆
ん
ど
地
面
に
接
触
せ
ん
許
り
に
垂
下
し
」
て

い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

体
毛
に
つ
い
て
は
、「
寒
羊
の
毛
質
及
び
毛
量
」
で
も
触
れ
ら

れ
て
お
り
、「
毛
質
の
繊
美
な
る
こ
と
は
本
種
の
一
大
特
徴
で
あ

つ
て
、
脂
肪
尾
羊
は
何
れ
の
地
方
の
も
の
も
悉
く
混
毛
型

（M
ischw

olltypus

）
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
寒
羊
毛
は
殆
ん
ど

粗
毛
を
含
ま
ず
、
僅
に
粗
緬
毛
を
交
へ
た
緬
毛
よ
り
成
立
つ
て
居

る
」
と
あ
る
。
こ
の
寒
羊
の
体
毛
の
特
徴
に
関
す
る
指
摘
は
、
粗

毛
と
細
毛
の
中
間
的
品
質
の
羊
毛
を
具
え
た
羊
を
「
第
二
寒
羊
」

と
し
て
寒
羊
に
含
め
た
『
山
東
省
羊
毛
ニ
関
ス
ル
調
査
』
の
指
摘

と
は
異
な
る
。『
報
告
』
刊
行
前
の
一
九
三
七
年
に
、
中
国
の
国

民
政
府
実
業
部
国
際
貿
易
局
が
発
行
し
た
『
国
際
貿
易
導
報
』
九

巻
七
号
に
、「
山
東
済
寧
之
寒
羊
」
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
か
ら
は
「
北
支
那
の
寒
羊
」
が
挙
げ
る
寒
羊
の
体
毛
の

特
徴
は
見
出
し
難
い
。

『
報
告
』
の
第
三
章
「
調
査
報
告
Ⅱ
」
は
、『
山
東
省
羊
毛
ニ
関

ス
ル
調
査
』
と
「
北
支
那
の
寒
羊
」
の
要
点
を
整
理
し
、
さ
ら
に

（
二
五
三
）　
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第
二
班
の
調
査
結
果
も
踏
ま
え
、
結
論
の
一
つ
と
し
て
、
寒
羊
が

ど
の
よ
う
な
羊
な
の
か
と
い
う
基
礎
的
情
報
に
つ
い
て
、
過
去
の

調
査
研
究
の
蓄
積
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
指

摘
し
た
（
一
九
九
頁
）。

…
…
之
レ
ヲ
要
ス
ル
ニ
河
南
、
河
北
、
山
東
省
ノ
黄
河
沿
岸

一
帯
ノ
地
域
ニ
寒
羊
ト
称
ス
ル
毛
質
優
良
、
脂
肪
尾
ノ
大
ナ

ル
一
種
ノ
緬
羊
ガ
飼
養
サ
レ
テ
居
ル
コ
ト
ハ
一
般
ニ
確
認
セ

ラ
レ
タ
事
実
ナ
ル
モ
、
其
ノ
呼
称
ハ
専
ラ
羊
毛
取
引
商
人
等

ガ
羊
毛
、
羊
皮
ノ
格
付
、
品
位
区
分
等
ノ
立
場
ヨ
リ
喧
伝
シ

タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
寒
羊
自
体
ノ
種
類
的
特
徴
、
形
質
ノ
遺
伝

性
、
種
類
起
源
、
変
遷
及
分
布
等
ニ
関
シ
テ
ハ
未
ダ
適
確
ナ

ル
調
査
研
究
ノ
行
ハ
レ
タ
ル
モ
ノ
殆
ド
ナ
ク
漠
然
ト
シ
テ
把

握
シ
難
キ
…
…
。

先
述
の
よ
う
に
、
戦
時
期
華
北
に
お
け
る
寒
羊
の
実
態
解
明
を

目
的
と
す
る
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
『
報
告
』
は
、
戦
時
期
華

北
の
緬
羊
飼
養
の
実
態
の
一
端
を
知
り
う
る
有
意
義
な
情
報
を
提

供
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、『
報
告
』
は
、
日
中
戦
争
勃
発

前
の
華
北
に
お
け
る
寒
羊
飼
養
の
実
態
に
対
す
る
日
本
側
の
理
解

に
、
少
な
か
ら
ず
不
十
分
な
点
が
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

日
中
戦
争
以
前
か
ら
、
日
本
人
が
作
成
し
た
資
料
で
は
、
寒
羊

の
毛
の
質
が
優
れ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
寒
羊
が
お
お
よ
そ

華
北
の
ど
の
地
域
に
分
布
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
特
定
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、『
報
告
』
作
成
の
基
礎
と
な
っ
た
華
北
に
お
け

る
一
九
三
九
年
の
調
査
で
は
、
寒
羊
と
特
定
で
き
る
羊
に
十
分
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
調
査
が
終
了
し
た
。
そ
の
大
き
な

要
因
の
一
つ
は
、『
報
告
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
日
中
戦
争
以
前

に
日
本
が
作
成
し
た
寒
羊
に
関
す
る
調
査
報
告
が
、
寒
羊
毛
が
優

れ
た
羊
毛
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
寒
羊
と
い
う
羊
そ

の
も
の
が
一
体
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
の
か
に
つ
い
て
十
分
な

情
報
を
蓄
積
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
興
亜
院
の
調
査
資

料
は
日
中
戦
争
期
の
社
会
・
経
済
・
政
治
の
実
態
の
一
端
を
う
か

が
い
う
る
有
効
な
資
料
で
あ
り
、
ま
た
日
本
の
占
領
地
統
治
の
限

界
や
矛
盾
を
知
り
う
る
資
料
で
あ
る
が）

30
（

、
本
稿
で
紹
介
し
た
『
報

告
』
の
記
載
内
容
は
、
日
中
戦
争
期
に
作
成
さ
れ
た
興
亜
院
の
調

査
資
料
が
、
日
中
戦
争
前
の
日
本
の
中
国
認
識
や
中
国
調
査
に
何

が
不
足
し
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
の
か
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
も
含
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て

（
二
五
四
）　



興
亜
院
華
北
連
絡
部
『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』
に
つ
い
て

二
五
五

い
る
。

『
報
告
』
冒
頭
の
第
一
章
「
総
説
」
に
「
残
念
乍
ラ
初
期
目
的

ノ
寒
羊
ノ
実
態
ヲ
掴
ム
コ
ト
ハ
殆
ン
ド
不
可
能
デ
ア
ツ
タ
ガ
今
回

ノ
緬
羊
ノ
実
態
調
査
ヲ
第
一
回
ト
シ
テ
爾
後
再
三
之
レ
ヲ
継
続
シ

テ
行
フ
時
ハ
相
当
ノ
効
果
ヲ
期
待
シ
得
ラ
ル
ル
モ
ノ
ト
考
ヘ
居

ル
」
と
あ
る
。『
報
告
』
刊
行
後
、
日
本
に
よ
る
華
北
の
緬
羊
に

関
す
る
実
態
調
査
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
に
つ
い
て
の
検
討

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（1
）　

興
亜
院
の
設
置
過
程
に
つ
い
て
は
、
馬
場
明
「
興
亜
院
設
置
問

題
」（
同
『
日
中
関
係
と
外
政
機
構
の
研
究
│
大
正
・
昭
和
期
│
』

原
書
房
、
一
九
八
三
年
）、
加
藤
陽
子
「
興
亜
院
設
置
問
題
の
再
検

討
│
そ
の
予
備
的
考
察
│
」（
服
部
龍
二
・
土
田
哲
夫
・
後
藤
春
美

編
著
『
戦
間
期
の
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
』
中
央
大
学
出
版
部
、
二

〇
〇
七
年
）、
同
「
日
中
戦
争
と
興
亜
院
の
歴
史
的
位
置
」（
久
保

亨
・
波
多
野
澄
雄
・
西
村
成
雄
編
『
戦
時
期
中
国
の
経
済
発
展
と

社
会
変
容
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）、
行
政
機
構

と
し
て
の
興
亜
院
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
柴
田
善
雅
「
中
国
占
領

地
行
政
機
構
と
し
て
の
興
亜
院
」（
本
庄
比
佐
子
・
内
山
雅
生
・
久

保
亨
編
『
興
亜
院
と
戦
時
中
国
調
査 

付 

刊
行
物
所
在
目
録
』
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
2
）　

本
段
落
の
華
北
連
絡
部
に
関
す
る
説
明
は
、
柴
田
、
前
掲
論
文

を
参
照
。

（
3
）　

例
え
ば
、
浅
田
喬
二
・
風
間
秀
人
「
興
亜
院
の
農
業
関
係
調
査

に
つ
い
て
」（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
『
旧
中
国
農
村
調
査
資
料
概
観

│
目
録
と
解
題
│
』
一
九
八
五
年
）、
浅
田
喬
二
「
興
亜
院
・
大
東

亜
省
『
調
査
月
報
』
解
題
」（
復
刻
版
『
興
亜
院
・
大
東
亜
省
調
査

月
報 

第
一
巻
』
龍
渓
書
舎
、
一
九
八
七
年
）、
久
保
亨
「
興
亜
院

の
中
国
実
態
調
査
」、
金
丸
裕
一
「
中
国
工
業
調
査
│
電
力
産
業
史

の
事
例
か
ら
│
」、
内
山
雅
生
「
華
北
連
絡
部
の
資
源
調
査
と
華
北

農
村
」、
弁
納
才
一
「
興
亜
院
調
査
か
ら
見
た
華
中
の
米
事
情
」

（
い
ず
れ
も
本
庄
・
内
山
・
久
保
編
、
前
掲
書
、
所
収
）。

（
4
）　
「
興
亜
院
調
査
報
告
所
在
目
録
」（
本
庄
・
内
山
・
久
保
編
、
前

掲
書
、
所
収
）
と
筆
者
が
調
べ
た
範
囲
で
所
在
が
確
認
さ
れ
る
興

亜
院
華
北
連
絡
部
刊
行
の
畜
産
関
係
資
料
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。
一
九
三
九
年
刊
行
の
『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』、
一
九
四
〇

年
刊
行
の
『
北
支
ニ
於
ケ
ル
卵
並
卵
製
品
調
査
』『
北
支
に
於
け
る

豚
毛
調
査
』『
家
畜
家
禽
調
査
報
告
』『
北
支
馬
資
源
第
一
次
実
態

調
査
』、
一
九
四
一
年
刊
行
の
『
北
支
馬
資
源
第
二
次
実
態
調
査

（
下
篇
）』『
北
京
家
鴨
飼
育
法
』『
北
支
ニ
於
ケ
ル
家
畜
飼
料
資
源

調
査
』『
青
島
市
ニ
於
ケ
ル
飼
料
資
源
調
査
ニ
関
ス
ル
報
告
書
』

『
北
支
に
於
け
る
食
肉
資
源
調
査
』『
山
東
省
東
半
地
区
皮
革
ニ
関

ス
ル
報
告
書
』、
一
九
四
二
年
刊
行
の
『
山
西
省
羊
毛
資
源
調
査
』

『
北
支
那
ニ
於
ケ
ル
牧
草
ノ
資
源
調
査
報
告
』『「
ホ
ル
モ
ン
」
剤
原

料
家
畜
内
臓
ニ
関
ス
ル
調
査
』『
華
北
ニ
於
ケ
ル
漢
法
獣
医
ニ
関
ス

ル
調
査
』『
北
支
那
ニ
於
ケ
ル
反
芻
家
畜
ノ
主
要
寄
生
虫
病
調
査
』。

な
お
、『
家
畜
家
禽
調
査
報
告
』『
青
島
市
ニ
於
ケ
ル
飼
料
資
源
調

査
ニ
関
ス
ル
報
告
書
』『
山
東
省
東
半
地
区
皮
革
ニ
関
ス
ル
報
告

書
』
は
青
島
出
張
所
か
ら
の
発
行
で
あ
る
。（

二
五
五
）　



二
五
六

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

（
5
）　

例
え
ば
、
久
保
、
前
掲
論
文
、
内
山
、
前
掲
論
文
、
奥
村
哲

「
重
要
国
防
資
源
調
査
」（
本
庄
・
内
山
・
久
保
編
、
前
掲
書
、
所

収
）。

（
6
）　

内
山
、
前
掲
論
文
。

（
7
）　

一
九
八
〇
年
に
河
北
で
行
わ
れ
た
測
定
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
大

尾
寒
羊
の
成
羊
の
雄
の
平
均
的
な
体
重
が
七
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
尾

の
重
さ
は
一
五
│
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
尾
の
長
さ
は
三
九
│
六
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
尾
の
幅
は
三
五
│
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

ま
た
一
九
八
二
年
に
山
東
で
行
わ
れ
た
測
定
の
結
果
に
よ
れ
ば
、

小
尾
寒
羊
の
成
羊
の
雄
の
体
長
は
八
四
・
一
│
九
九
・
七
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
尾
の
長
さ
は
二
〇
・
二
│
二
九
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
尾
の
幅
は
一
六
・
四
│
二
四
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ

た
（『
中
国
家
畜
家
禽
品
種
志
』
編
委
会
・『
中
国
羊
品
種
志
』
編

写
組
『
中
国
羊
品
種
志
』
上
海
、
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九

八
八
年
、
四
八
│
五
二
頁
）。

（
8
）　

一
九
三
六
年
七
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
実
施
し
た
日
本
品
に

対
す
る
輸
入
許
可
制
の
廃
止
、
一
九
三
七
年
一
月
一
日
か
ら
一
九

三
八
年
六
月
三
〇
日
の
間
に
、
日
本
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
輸

出
す
る
日
本
製
綿
布
及
び
人
絹
布
を
一
億
二
五
〇
万
平
方
ヤ
ー
ド

に
制
限
す
る
こ
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
（
秋
谷
紀
男
『
戦
前
期
日

豪
通
商
問
題
と
日
豪
貿
易
│
一
九
三
〇
年
代
の
日
豪
羊
毛
貿
易
を

中
心
に
│
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
二
七
│
一
二

八
頁
）。

（
9
）　

農
林
省
畜
産
局
編
『
畜
産
発
達
史 

本
篇
』
中
央
公
論
事
業
出

版
、
一
九
六
六
年
、
九
七
〇
│
九
七
一
頁
。

（
10
）　

南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
調
査
部
『
北
支
那
畜
産
調
査
資
料
』
一

九
三
七
年
、
四
一
三
頁
。

（
11
）　

戦
前
期
に
総
動
員
計
画
な
ど
を
担
当
し
た
内
閣
直
属
の
総
合
国

策
立
案
機
関
。
一
九
三
七
年
一
〇
月
に
企
画
庁
が
資
源
局
を
吸
収

し
て
成
立
し
た
（
永
原
慶
二
監
修
『
岩
波
日
本
史
辞
典
』
一
九
九

九
年
、
二
八
五
頁
）。

（
12
）　

企
画
院
「
羊
毛
生
産
力
拡
充
大
綱
計
画
（
案
）」
一
九
三
八
年

九
月
、A

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.

B05016226700

（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

（
13
）　
「
現
東
亜
緬
羊
協
会
」
と
は
、
一
九
三
四
年
に
設
立
さ
れ
た
財

団
法
人
日
満
緬
羊
協
会
の
こ
と
で
あ
る
。「
我
国
ニ
於
ケ
ル
羊
毛
需

要
額
ハ
一
ヶ
年
二
億
封
度
以
上
ニ
達
ス
ル
モ
国
内
生
産
量
ハ
僅
ニ

二
十
万
封
度
ニ
過
ギ
ズ
シ
テ
為
ニ
年
々
一
億
円
以
上
ノ
国
帑
ヲ
海

外
ニ
流
出
ス
ル
ノ
已
ム
無
キ
現
状
ニ
在
リ
」
と
い
う
状
況
を
踏
ま

え
、「
緬
羊
飼
育
適
地
タ
ル
朝
鮮
及
満
洲
国
ニ
於
テ
緬
羊
ノ
改
良
増

殖
ニ
関
ス
ル
指
導
及
奨
励
ヲ
図
ル
為
」
に
設
立
さ
れ
た
。
一
九
三

八
年
七
月
に
「
財
団
法
人
東
亜
緬
羊
協
会
ト
改
メ
、
広
ク
東
亜
全

般
ニ
事
業
ヲ
実
施
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
」
っ
た
（
財
団
法
人
東
亜
緬
羊

協
会
『
財
団
法
人
東
亜
緬
羊
協
会
概
要
』
一
九
三
九
年
、
一
│
二

頁
）。

（
14
）　

特
務
部
第
二
課
農
業
班
「
羊
毛
生
産
力
拡
充
大
綱
計
画
（
企
画

院
案
）
ニ
対
ス
ル
意
見
ノ
説
明
」
一
九
三
八
年
一
〇
月
、A

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.B05016226700

（
外
務
省
外

交
史
料
館
）。

（
15
）　

一
九
〇
一
年
生
ま
れ
。
静
岡
県
出
身
。
一
九
二
七
年
、
東
京
帝

国
大
学
獣
医
学
科
卒
業
。
農
林
省
、
農
商
省
で
技
師
を
務
め
た
ほ

か
、
獣
医
師
試
験
委
員
、
畜
産
審
議
会
幹
事
、
一
九
四
八
年
か
ら

（
二
五
六
）　



興
亜
院
華
北
連
絡
部
『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』
に
つ
い
て

二
五
七

は
農
林
省
家
畜
衛
生
試
験
場
長
を
務
め
た
（
広
瀬
弘
監
修
『
大
衆

人
事
録 

第
一
九
版 

東
京
篇
』
帝
国
秘
密
探
偵
社
、
一
九
五
七
年
、

三
二
七
頁
。
た
だ
し
『
昭
和
人
名
辞
典
Ⅱ 

第
一
巻
〔
東
京
篇
〕』

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
第
二
刷
、
一
九
九
三
年
に
よ
っ
た
）。

（
16
）　

日
本
の
外
務
省
の
「
対
支
文
化
事
業
」
の
一
つ
と
し
て
、
一
九

三
六
年
九
月
、
青
島
に
創
設
さ
れ
、
山
東
地
域
に
お
け
る
農
事
の

試
験
研
究
に
着
手
し
た
。
一
九
三
七
年
四
月
に
は
東
亜
同
文
会
附

属
の
天
津
農
事
試
験
場
の
経
営
も
引
き
継
い
だ
。
同
年
七
月
に
一

旦
活
動
を
中
断
し
た
が
、
一
二
月
に
再
び
職
員
が
青
島
へ
出
発
し
、

翌
一
九
三
八
年
四
月
か
ら
、
中
華
民
国
臨
時
政
府
の
委
任
を
受
け

て
中
央
農
事
試
験
場
の
創
設
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
後
、
中
央
農

事
試
験
場
は
、
華
北
政
務
委
員
会
の
設
立
に
伴
い
華
北
農
事
試
験

場
と
改
称
し
、
北
京
の
本
場
で
は
耕
種
、
農
林
科
学
、
畜
産
な
ど

七
つ
の
科
を
設
け
て
華
北
の
農
林
畜
産
に
関
す
る
科
学
的
研
究
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
（
農
林
省
農
政
局
『
華
北
産
業
科
学
研
究
所

の
業
績
回
顧
』
一
九
四
九
年
、
一
頁
）。

（
17
）　

一
九
一
一
年
生
ま
れ
。
長
野
県
出
身
。
一
九
二
九
年
、
東
京
帝

国
大
学
農
学
科
卒
業
。
一
九
三
二
年
に
農
林
省
畜
産
物
輸
出
奨
励

事
務
嘱
託
と
な
り
、
そ
の
後
、
畜
産
局
畜
産
科
勤
務
、
島
根
県
農

林
技
師
を
経
て
、
一
九
三
八
年
八
月
よ
り
華
北
産
業
科
学
研
究
所

畜
産
科
主
任
（
中
西
利
八
編
纂
『
中
国
紳
士
録 

民
国
三
十
一
年

版
』
満
蒙
資
料
協
会
、
一
九
四
二
年
、
五
六
九
頁
。
た
だ
し
、
金

丸
裕
一
監
修
『
日
中
関
係
史
資
料
叢
書
二 

中
国
紳
士
録
』
ゆ
ま
に

書
房
、
二
〇
〇
七
年
に
よ
っ
た
）。

（
18
）　

一
九
〇
七
年
生
ま
れ
。
秋
田
県
出
身
。
一
九
三
〇
年
、
東
京
帝

国
大
学
獣
医
学
科
卒
業
。
農
林
省
西
ヶ
原
防
疫
調
査
所
に
入
っ
た

の
ち
、
北
海
道
、
新
潟
で
衛
生
技
師
を
務
め
た
ほ
か
、
中
国
で
華

北
産
業
研
究
所
所
員
、
同
所
家
畜
防
疫
科
長
、
北
京
大
学
講
師
、

国
民
政
府
農
林
部
中
央
農
業
実
験
所
研
究
員
な
ど
を
歴
任
。
一
九

四
六
年
、
日
本
に
帰
国
し
、
四
七
年
か
ら
厚
生
技
官
、
四
八
年
か

ら
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
環
境
衛
生
部
乳
肉
衛
生
課
長
、
五
六
年
か

ら
同
省
同
局
同
部
衛
生
監
理
官
を
務
め
た
（
前
掲
『
大
衆
人
事
録 

第
一
九
版 

東
京
篇
』
七
頁
）。

（
19
）　

戦
後
、
宮
崎
県
農
業
試
験
場
に
所
属
し
、
細
山
他
文
男
・
重
永

隆
と
と
も
に
「
甘
藷
の
養
豚
飼
料
と
し
て
の
価
値
試
験
（
第
一
、

二
報
）」（『
九
州
農
業
研
究
』
一
七
号
、
一
九
五
六
年
）
を
著
し
て

い
る
。

（
20
）　

満
鉄
北
支
事
務
局
は
、
日
中
戦
争
の
拡
大
に
伴
い
、
華
北
の
鉄

道
経
営
な
ど
を
行
う
た
め
、
一
九
三
七
年
八
月
に
満
鉄
天
津
事
務

所
を
母
体
と
し
て
天
津
に
設
置
さ
れ
た
。
翌
一
九
三
八
年
一
月
に

は
北
京
へ
移
り
、
華
北
の
鉄
道
輸
送
を
一
元
的
に
担
当
し
た
。
同

年
九
月
現
在
、
北
支
事
務
局
に
は
企
画
局
、
総
務
部
、
調
査
部
、

運
輸
部
な
ど
の
ほ
か
、
天
津
、
北
京
、
張
家
口
に
鉄
路
局
が
置
か

れ
た
（
三
輪
武
「
経
済
調
査
会
か
ら
調
査
部
ま
で
│
調
査
の
自
主

的
企
画
と
綜
合
調
査
│
」
井
村
哲
郎
編
『
満
鉄
調
査
部
│
関
係
者

の
証
言
│
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
九
六
年
）。

（
21
）　

一
九
一
一
年
、
大
連
生
ま
れ
。
北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
畜
産

学
科
卒
業
。
満
鉄
本
社
経
済
調
査
会
、
満
鉄
天
津
事
務
所
、
満
鉄

北
支
経
済
調
査
所
を
経
て
、
一
九
四
四
年
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま

で
華
北
綿
羊
改
進
会
、
一
九
四
五
年
三
月
か
ら
八
月
ま
で
華
北
政

務
委
員
会
畜
種
改
進
場
に
所
属
し
た
ほ
か
、
一
九
四
四
年
一
一
月

か
ら
一
九
四
五
年
八
月
ま
で
国
立
北
京
大
学
農
学
院
講
師
を
兼
務

（
二
五
七
）　



二
五
八

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

し
た
。
終
戦
に
よ
り
日
本
へ
帰
国
後
、
畜
産
技
術
連
盟
、
農
林
省

開
拓
研
究
所
、
農
林
省
農
業
技
術
研
究
所
を
経
て
、
一
九
六
五
年

か
ら
一
九
七
七
年
ま
で
岩
手
大
学
農
学
部
畜
産
学
科
教
授
を
務
め

た
（
千
田
英
二
『
自
然
と
動
物
と
共
に
│
研
究
生
活
四
十
年
・
退

官
記
念
│
』
千
田
教
授
退
官
記
念
事
業
会
、
一
九
七
七
年
）。

（
22
）　

一
九
一
二
年
生
ま
れ
。
本
籍
は
宮
崎
県
。
満
鉄
達
爾
漢
種
畜
場

で
の
勤
務
を
経
て
、
満
鉄
北
支
事
務
局
調
査
部
へ
異
動
（
獣
医
関

係
雑
件
／
在
外
本
邦
人
免
許
証
下
付
申
請
関
係
（
蹄
鉄
工
ヲ
含

ム
）
第
一
巻 

五
一
．
坂
元
種
夫
、A

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
）Ref.B09041357500

（
外
務
省
外
交
史
料
館
））。

（
23
）　

一
九
二
〇
年
生
ま
れ
。
佐
賀
県
出
身
。
佐
賀
県
立
農
学
校
卒
業

後
、
長
崎
税
関
で
勤
務
。
一
九
三
八
年
、
現
地
採
用
の
形
で
満
鉄

北
支
事
務
局
へ
。
一
九
四
四
年
、
ハ
ル
ビ
ン
学
院
卒
業
。
一
九
四

五
年
、
新
京
よ
り
内
地
へ
引
揚
げ
。
一
九
四
七
年
、
総
理
府
経
済

安
定
本
部
勤
務
。
一
九
四
九
年
、
農
林
省
統
計
調
査
局
へ
出
向
。

一
九
五
一
年
、
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
調
査
課
へ
配
属
さ
れ
る
。

一
九
六
七
│
六
九
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
農
務
省
顧
問
。
一
九
八

一
年
、
農
林
水
産
省
退
官
（
山
下
政
信
『
我
が
心
の
旅
路
』
文
芸

社
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
24
）　

一
九
三
七
年
七
月
、
日
満
緬
羊
協
会
を
改
称
し
て
成
立
し
た
。

目
的
は
「
緬
羊
ノ
改
良
及
増
殖
ヲ
図
リ
併
セ
テ
生
産
羊
毛
ノ
有
効

ナ
ル
利
用
方
法
ヲ
考
究
ス
ル
ヲ
主
眼
ト
」
し
、
東
京
に
本
部
、
京

城
と
新
京
に
支
部
が
設
置
さ
れ
た
。
理
事
会
と
評
議
員
は
、「
羊
毛

工
業
者
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
、
東
洋
拓
殖
株
式
会
社
其
ノ
他

関
係
方
面
ノ
有
識
者
ヲ
以
テ
構
成
」
さ
れ
、
一
九
三
九
年
三
月
現

在
、
理
事
長
に
鶴
見
左
吉
雄
（
大
東
紡
織
株
式
会
社
社
長
）、
理
事

に
岡
田
卓
雄
（
満
鉄
参
事
）、
川
西
清
兵
衛
（
日
本
毛
織
株
式
会
社

社
長
）、
河
崎
助
太
郎
（
日
本
毛
糸
紡
績
株
式
会
社
社
長
）
な
ど
が

就
い
て
い
た
（
財
団
法
人
東
亜
緬
羊
協
会
、
前
掲
書
、
二
、
四
、

五
、
五
九
頁
）。

（
25
）　

埼
玉
県
出
身
。
一
九
一
八
年
、
東
京
帝
国
大
学
獣
医
学
科
卒
業
。

朝
鮮
総
督
府
農
林
局
に
入
り
、
明
川
種
羊
場
長
、
農
林
局
勤
務
を

経
て
、
一
九
四
一
年
二
月
か
ら
拓
務
省
殖
産
局
勤
務
（
谷
元
二

編
・
発
行
『
大
衆
人
事
録 

第
一
四
版
』
帝
国
秘
密
探
偵
社
、
一
九

四
三
年
、
四
五
四
頁
。
た
だ
し
『
昭
和
人
名
辞
典 

第
一
巻 

東
京

篇
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
第
三
刷
、
一
九
八
七
年
に
よ
っ
た
）。

（
26
）　

一
九
三
六
年
一
〇
月
に
経
済
調
査
会
の
廃
止
に
伴
っ
て
設
立
さ

れ
、
庶
務
課
、
商
工
課
、
農
村
課
、
公
主
嶺
農
事
試
験
場
な
ど
が

置
か
れ
た
。
一
九
三
八
年
四
月
に
調
査
部
に
改
組
さ
れ
た
（
三
輪

武
「
経
済
調
査
会
か
ら
調
査
部
ま
で
│
調
査
の
自
主
的
企
画
と
綜

合
調
査
│
」、
同
「
満
洲
産
業
開
発
永
年
計
画
案
と
経
済
調
査
会
」

井
村
、
前
掲
書
、
所
収
）。

（
27
）　
『
報
告
』
で
は
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
年
）
の
刊
行
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、『
北
支
経
済
総
覧
』
の
奥
付
に
は
一
九
三
八
年
と
あ

る
。

（
28
）　

一
八
九
八
年
生
ま
れ
。
秋
田
県
出
身
。
東
京
帝
国
大
学
農
科
大

学
実
科
卒
業
。
青
森
種
鶏
場
長
を
務
め
た
の
ち
、
一
九
三
八
年
よ

り
白
河
種
羊
場
支
場
長
を
務
め
、
一
九
四
一
年
二
月
よ
り
農
林
省

資
財
局
勤
務
（
前
掲
『
大
衆
人
事
録 

第
一
四
版
』
七
八
六
頁
）。

（
29
）　

一
八
八
九
年
生
ま
れ
。
鳥
取
県
出
身
。
東
北
帝
国
大
学
農
科
大

学
卒
業
。
北
海
道
帝
国
大
学
助
教
授
、
台
北
帝
国
大
学
教
授
な
ど

を
経
て
、
一
九
四
九
年
に
広
島
大
学
教
授
と
な
っ
た
。
家
畜
の
比

（
二
五
八
）　



興
亜
院
華
北
連
絡
部
『
北
支
那
緬
羊
調
査
報
告
』
に
つ
い
て

二
五
九

較
形
態
学
・
繁
殖
学
を
研
究
し
、
人
工
授
精
技
術
を
導
入
し
た
。

「
北
支
那
の
寒
羊
」
の
執
筆
時
は
、
台
北
帝
国
大
学
に
所
属
し
て
い

た
。
一
九
七
二
年
逝
去
（
上
田
正
昭
等
監
修
『
日
本
人
名
大
辞

典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
九
八
七
頁
）。『
植
物
及
動
物
』

は
、
養
賢
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。
竹
内
叔
雄
「
本
誌

創
刊
に
就
て
」（『
植
物
及
動
物
』
一
巻
一
号
、
一
九
三
三
年
）
に

よ
れ
ば
、
主
に
次
の
三
点
を
目
的
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。（
一
）
生

物
学
の
進
歩
の
た
め
、
理
学
系
統
の
人
々
が
農
学
方
面
の
研
究
を

知
り
、
農
学
系
統
の
人
々
が
理
学
方
面
の
研
究
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
、（
二
）
生
物
学
の
研
究
業
績
は
日
々
増
え
て
い

る
が
、
そ
れ
を
発
表
す
る
月
刊
誌
が
植
物
・
動
物
両
学
会
の
発
行

誌
以
外
に
な
い
た
め
こ
れ
を
補
う
、（
三
）
動
物
学
・
植
物
学
の
研

究
者
、
生
物
学
の
知
識
を
ど
う
応
用
す
べ
き
か
を
考
え
て
い
る
農

学
関
係
者
、
生
物
学
の
知
識
を
ど
う
正
確
に
教
授
す
る
か
を
考
え

て
い
る
中
学
校
、
師
範
学
校
な
ど
の
教
員
の
三
者
に
適
切
な
知
識

を
提
供
す
る
。

（
30
）　

例
え
ば
、
久
保
、
前
掲
論
文
、
奥
村
、
前
掲
論
文
。

（
二
五
九
）　


